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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月21日(2020.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計算機システムが会議の音声データから要約書を作成する方法であって、
　前記計算機システムは、
　プロセッサと、
　前記プロセッサにより実行されるプログラム、及び、辞書を格納している記憶装置と、
を含み、
　前記方法は、前記プロセッサが
　前記会議の音声データを取得し、
　前記会議の音声データから、音声認識処理によって、現在テキスト文を形成し、
　前記現在テキスト文及び前記辞書を参照し、前記現在テキスト文に前記辞書内の単語が
含まれているか判定し、
　前記現在テキスト文に前記辞書内の単語が含まれている場合に、前記現在テキスト文を
、前記記憶装置に格納されている前記要約書に追加する、ことを含む方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記記憶装置は、前記会議で使用される会議資料を格納し、
　前記方法は、
　前記プロセッサが、前記会議の音声データを取得する前に、前記会議資料の形態素解析
を実行し、予め定められている品詞の単語を選択して前記辞書に含める、ことを含む方法
。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記辞書は、疑問を示す単語を含み、
　前記方法は、前記プロセッサが、前記現在テキスト文が前記辞書内の疑問を示す単語を
含む場合に、前記現在テキスト文及び前記現在テキスト文の次のテキスト文を、前記要約
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書に追加する、ことを含む方法。
【請求項４】
　請求項１又は３に記載の方法であって、
　前記辞書は、時間を示す単語及び場所を示す単語を含む、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記記憶装置は、承諾を示す単語からなる承諾語辞書を格納し、
　前記方法は、前記プロセッサが、前記現在テキスト文が前記承諾語辞書内の承諾を示す
単語を含む場合に、前記現在テキスト文の直前のテキスト文を前記要約書に追加する、こ
とを含む方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記計算機システムは、前記要約書を表示する表示装置をさらに含み、
　前記方法は、前記プロセッサが、
　前記表示装置において前記要約書を表示し、
　前記要約書における修正前テキスト文のユーザ選択を受け付け、
　前記表示装置に表示されている前記修正前テキスト文において、規定の品詞の単語を明
示し、
　前記規定の品詞の単語からの単語のユーザ選択を受け付け、
　前記規定の品詞の単語から前記ユーザ選択された単語を含み、前記規定の品詞の単語に
おいて前記ユーザ選択されなかった単語を除外して、新規テキスト文を生成し、
　前記修正前テキスト文を前記新規テキスト文で置き換える、ことを含む方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、
　前記プロセッサが、前記修正前テキスト文における前記ユーザ選択された単語に続く、
前記規定の品詞以外の品詞の単語を、前記新規テキスト文において補完する、ことを含む
方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記計算機システムは、前記要約書を表示する表示装置をさらに含み、
　前記方法は、前記プロセッサが、
　前記表示装置において前記要約書を表示し、
　前記要約書における第１の修正前テキスト文及び第２の修正前テキスト文のユーザ選択
を受け付け、
　前記表示装置に表示されている前記第１の修正前テキスト文及び前記第２の修正前テキ
スト文において、規定の品詞の単語を明示し、
　前記表示装置に表示されている前記第１の修正前テキスト文及び前記第２の修正前テキ
スト文において、前記規定の品詞の単語からの単語のユーザ選択を受け付け、
　前記ユーザ選択された単語を含む新規テキスト文を生成し、
　前記第１の修正前テキスト文及び前記第２の修正前テキスト文を前記要約書から削除し
て、前記新規テキスト文を前記要約書に追加する、ことを含み、
　前記新規テキスト文の生成は、
　前記ユーザ選択された単語を選択された順で並べて配列を形成し、
　前記ユーザ選択された単語の前記配列において、前記第１の修正前テキスト文に含まれ
ている単語と前記第２の修正前テキスト文に含まれている単語からなる連続する単語の間
に、読点を補完し、
　前記ユーザ選択された単語の前記配列において、前記第１の修正前テキスト文又は前記
第２の修正前テキスト文の一方に含まれている単語からなる連続する単語の間に、前記一
方内の前記規定の品詞以外の品詞の単語を補完する、ことを含む方法。
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